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＜エントリーシート＞ 校内研修 部門 桑折町立醸芳小学校

Ｎｏ．： 「深い学び」に向けて

～体制づくりと授業改善～

課題の設定：

本校は、平成２９年度より福島県教育委員会の「『学びのスタンダード』推進事業」に

おけるパイロット校の指定を受け、授業改善の先駆者としての役割を担っている。新学習

指導要領への移行の時期でもあり、改訂の趣旨でもある「主体的・対話的で、深い学び」

の実現に向け、子どもの深い学びへ向けた体制づくりと授業改善に取り組むことで、生き

て働く思考力・判断力・表現力を育てたいと考えている。

方針・計画：

子どもの「主体的・対話的で、深い学び」の実現に向け、以下の視点で取り組んできた。

①「学校の組織的な対応」（協働性を生かした教員研修）

②「授業における教師の子どもの見取りとコーデイネート」（学びの連続性の保障）

活動内容：
① 「教科担任制」による専門性の高い授業へ向けた体制づくり
② 福島県版「授業スタンダード」を取り入れた授業改善
③ 討論形式による授業研究会

活動の成果：
① 児童の変容
・ 学力調査の算数科において、活用力を問う問題で伸び幅が大きい。
・ 課題に主体的に向き合い、意見交換（交流）を通して考えを考えをつなぎ自分の考
えを深める姿が見られるようになった。

② 教師の変容
・ 学びの履歴をもとにしたコーデイネートを行うようになった。
・「授業スタンダード」視点に基づき、具体的な子どもの姿をもとに授業研究をする姿

が見られ、教師集団としての力が向上しはじめている。

アピールポイント（アイディアや工夫）：
○ 算数科の教科担任制においては、算数科の授業だけではなく家庭学習についても、教
科担任が関わることで、授業と家庭学習の学びの連続性を図る。

○ 福島県版「授業スタンダード」をもとに、単元で育てる汎用的能力を明らかにし、全
ての教科においてどの教員も同じ視点で指導することで、教師の力量アップとともに指
導のブレがなくなってきた。

○ 討論形式による授業研究会を取り入れたことにより、経験年数や専門教科の違う教員
が、それぞれの立場（様々な視点）から意見を出し合うことで、話し合いが深まるとと

もに、教師集団としての力量が向上した。
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＜教科担任制＞ ＜教師の働きかけ（県版『授業スタンダード』より）＞

＜単元で育てる資質・能力（算数科）＞ ＜教師のコーディネートによる授業での学び合い＞

＜討論形式の授業研究会の様子＞

＜児童の変容

（『全国学力・学習状況調査』より）＞
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